





















境資源・防災研究、③福祉 ICT（Information and Communication Technology）研究の３項目で
ある。各項目の研究内容の概略は以下のとおりである。 
 




































































 ① 安定生産に向けた栽培条件の検討（登米市、山形県他） 
 登米市米山町と山形県飯豊町における「さち未来」の現地生産水田を観察調査し、栽培上
の問題点を探るとともに生産物の成分品質について調査する。 






 ① 二条大麦（ビール麦）の品種試験 
  学内みやぎ台圃場に 11 月上旬を目標に「はるな二条 HKI」を播種し、生育特性を把握
するとともに、次年度生産物の収穫後に品質特性を調査する。 
 ② 栽培適地に関する現地実証試験(塩害・津波被災地) 




 ① 適品種の検討 
  県外先進地（山梨県等）や苗木業者から品種の最新情報を収集し、宮城県に適する用途
別のブドウ品種を選定し、次年度栽培に向けて苗木を確保する。 
 ② 栽培条件に関する実証研究 






 ① 安定生産に向けた栽培条件の検討 
 仙台市泉区の K 農家の協力を得て「金のいぶき」の種子消毒後の、種子浸漬時に機能水
（三菱ケミカルアグリドリーム株）を使用した。比較の用水は井戸水（10℃）とし、3／23
から浸漬を開始した。4／6 に加温催芽し 4／7 に育苗箱に播種し、ビニールハウスで無加温
育苗した。5／12 に苗を採取し、5／20 に苗調査を行った。田植えは 5／18 でその後、収穫






草丈 葉令 乾物重 乾物重 苗⽴数 草丈 葉令 乾物重 乾物重 苗⽴数
地上部 根部 地上部 根部
cm 100本/g 100本/g 20c㎡/本 cm 100本/g 100本/g 20c㎡/本
15.3 3.7 3.1 10.7 332 17.1 4.0 3.8 11.8 342
浸漬3／23〜、井⼾⽔10℃
催芽4/6、播種4／7、無加温ハウス育苗




 ② 日本酒製造に関する基礎的研究 
 平成 30 年七ケ宿町千年塾産の「金のいぶき」を原料米とし、精米は見掛けの精米歩合 92，
94％に設定し、研削式の精米機（サタケ、MCS630A）を使用して高清水食糧（株）で実施し








⾒掛け 真精⽶歩合 ⽩度 千粒重 粗タンパク質 粗脂肪
精⽶歩合(%) (%) g % %
94 88.3 35.2 20.2 6.47 2.24
92 85.9 38.0 19.7 5.56 0.76






⾒掛け ⽇本酒度 アルコール分 酸度 アミノ酸度
精⽶歩合(%) %
94 -3.1 14.2 1.75 0.63





⾒掛け ビタミンＥ γアミノ酪酸 フェルラ酸
精⽶歩合 α−トコフェロール 遊離GABA 遊離
(%) (ｍｇ／100ｇ) (ｍｇ／100ｇ) (ｍｇ／100ｇ)
94 ⾮検出(0.1未満) ⾮検出(1未満) 1.2
92 ⾮検出(0.1未満) ⾮検出(1未満) 1


















品種名 地点名 タンパク質 アミロース 千粒重 収量(聴取り)
含量(%) 含量(%) (g) kg/10a
さち未来 登⽶⽶⼭ 9.22 29.4 23.2 420
さち未来 ⼭形飯豊 6.69 30.0 23.6 588
 







 ① 二条大麦（ビール麦）の品種試験 
  二条大麦品種「はるな二条 HKI」の品種適性を確認するため、学内みやぎ台圃場 2a に
11 月 13 日（一部 11 日）に畝間 20cm で条播した。播種の遅れによる初期生育の確保が懸念
されたが、暖冬の影響で発芽苗立は順調である。今後は 5 月上旬頃に生育調査を行い、6 月
上旬頃に収穫して品質特性を調査する予定である。 
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大麦の生育状況（みやぎ台、2／27） 
 
 ② 栽培適地に関する現地実証試験(塩害・津波被災地) 
  東松島市（2 法人）で栽培されている二条大麦「サチホゴールデン」の生育状況を 6／





本年度作の大麦は台風 19 号の影響で作業が遅れたため、東松島市（2 法人）の「サチホ






                  
 (4)「ワイン醸造用ブドウ」に関する研究 
 ① 適品種の検討 
  6／21 に山梨県のブドウ苗木業者を訪問して、国内ブドウ品種の開発状況や栽培の現状
を聞き取り、山形県の苗木業者の情報も収集し、最終的に宮城県で栽培に適して苗木が導入










マスカットベリーA 白ワイン用  














いぶき」酒が出来上がり、12 月から（株）福祉工房において、ハーフボトルと 4合瓶の 2 種
類の一般販売を開始した https://f-shopweb.easy-myshop.jp/。精米歩合94%を目標としたが、














（１） 玄米食用新品種「金のいぶき」について 永野邦明 医と食 2019.4 第 11 巻 2
号 P75-78   
（２） 特集／コシヒカリを超える米 コンビニで人気！「金のいぶき」 月刊食糧ジャ

























































業は 2019 年 7 月 20 日、8 月 24 日、9 月
7 日に実施した(図 3)。土壌の pH は中性寄
りの 6.1～6.7 であり、オリーブ栽培におい













る。尚、本学は 2018 年 4 月に NPO 法人ジ
ョイフル網地島と地域共創推進事業に関す






















































コロネイキ、シェトウィの 3 種 7 本である。そ
の後、除草作業や看板設置など整備が行き届い
ており、地元住民による自主管理が徹底して
いる。2020 年 1 月 31 日の生育調査には地元








 国見ケ丘キャンパスの農場は、標高 151m の
内陸に位置している。網地島、山元町とは気象
条件や地理的条件が異なると思われることか
ら、比較対象として、2018 年 8 月から試験栽
培を始めた。アルベキナ、コロネイキ、シェト




している篠竹を採集し、乾燥させて必要な長さに加工したものである。2018 年 12 月～2019
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年 3 月にかけての降雪日数は 16 日間あったが、
雪囲いにより越冬が実現可能となった 5)。2019 年
























1)「地域振興へ包括連携 石巻市、東北福祉大と協定」河北新報 2019 年 5 月 9 日 掲載
https://www.kahoku.co.jp/special/spe1000/20190509_15.html 
2)「野々島プロジェクト」金政信、山口政人. 平成 26 年度 東北福祉大学子ども支援プロジェク
ト活動報告書、52-86、2014 
3)「介護予防や離島振興に注力 塩釜市と東北福祉大が連携協定」河北新報、2019 年 11 月 19
日掲載 https://www.kahoku.co.jp/tohokunews/201911/20191119_13009.html 












 研究分担者：山口政人、渡邊 圭、峯田喜次郎（以上、東北福祉大学）、 















 ・ 農業に活用可能な自立分散型エネルギーシステム構築の基礎研究 
 ・ 東北福祉大キャンパス及び付属医療・福祉施設の新規エネルギー供給システムの検討 
 ・ 地域エネルギー資源の調査と活用法の基礎的検討 
  （本学の朴木山、横向山キャンパスを中心とした白沢カルデラ一帯の地質調査） 
(2) 福祉防災教育充実のための基礎的研究 
 ・ 防災教育充実のための地質調査および教材の収集 
 ・ 栗原市栗駒荒砥沢地区の地滑り地帯の地質調査 
 ・ 東日本大震災被災地一帯の地質調査およびドローンによる空撮 











































































（１）Takashima, R., Kusawaka, H., Kuwabara, S., Orihashi, Y., Nishi, H., Niwano, M., Yoshida, T., 
in press. Identification of the source caldera for a Pliocene ash-flow tuff in Northeast Japan 




研究所年報，20 巻，p. 103－111． 
（３）渡邊圭・庭野道夫・山口政人・鹿納晴尚・高嶋礼詩，2019．ドローンを用いた被災地
域の三次元地形モデル作成の試み－崩落地域の地形を例に－．東北福祉大学感性福祉
研究所年報，20 巻，p. 141－151． 
（４）高嶋礼詩・桑原里・草川遥・庭野道夫，2018．東北福祉大学・横向山校地及び朴木山
キャンパス周辺に露出する新第三系―第四系の層序．東北福祉大学感性福祉研究所年





北村信・石井武政・寒川旭・中川久夫『仙台地域の地質』（地域地質研究報告 5 万分の 1 地
質図幅），地質調査所，つくば，1986 
高島 勲・荻原宏一・張 文山・村上英樹，1999．秋田県泥湯周辺地域の第四紀火山岩類の




19 巻，p. 79－92． 
高嶋礼詩・庭野道夫・佐藤寿正・成田朱里・鈴木結衣・西弘嗣，2019．宮城県東部に露出す
る松島層最上部－大塚層最下部の地質年代とその意義．東北福祉大学感性福祉研究
所年報，20 巻，p. 103－111． 
Takashima, R., Kusawaka, H., Kuwabara, S., Orihashi, Y., Nishi, H., Niwano, M., 
Yoshida, T., in press. Identification of the source caldera for a Pliocene ash-flow 
tuff in Northeast Japan based on apatite trace-element compositions and zircon 



























 本年度は，自然風景の VR 映像化に関する研究を行った。以下，研究活動状況の概要を記
す。自然風景の VR 映像化を行うため、A 県某所の公園において、360 度カメラを用いた撮




度カメラとして、Insta360 pro2 を使用した。公園内を撮影し、60 秒の 360 度 3 次元動画
として記録したものを自然風景の VR 映像とした。撮影時の秒間フレーム数は、Insta360 
pro2 の 360 度 3 次元映像撮影時の最大値である 30fps とした。自然環境音の録音には、
Insta360 pro2 に内蔵のモノラルマイク 4 本を用いた。これらの映像を呈示するモニタに
は、Oculus Go を用い、解像度は 3840×1920 であった。今後の研究のために、撮影と編集
方法に関するマニュアルを作成した。 










認性、没入感に及ぼす影響について予備観察を行うために、360 度 3 次元動画で秒間フレー
ム数が 30fps の VR 映像（立体感有り、視認性低い）と、360 度 2 次元動画で秒間フレーム
数が 60fps の VR 映像（立体感無し、視認性高い）、360 度 2 次元動画で秒間フレーム数が




 3 種類の 360 度 VR 映像を 2 名が視聴し、視認性、奥行き感および没入感についてイン
タビューを行った。その結果、視認性、奥行き感、没入感は、360 度 30fps 2 次元動画の VR
映像でもっとも低くなった。視認性についは、360 度 60fps の 2 次元動画の VR 映像が高
かった一方で、立体感と没入感は 360 度 30fps の 3 次元動画の VR 映像が高くなった。 
 これらの結果は、奥行き感と没入感は視認性と独立である可能性を示唆する。次年度は、
このような予備観察の結果が支持されるかについて、心理実験を行う予定である。 









研究グループ No: PJ3-2 








IoT、人工知能（AI）技術、および、XR 技術（XR 技術とは VR（Virtual Reality）、AR

























 （３）ドローンによる３D 地図の作成 
  8 月に漆山ゼミの学生 2 名と共にウェルコム 21 をドローンで 200 枚程度空撮し、その
画像からのモデリングを行い、ウェルコム 21 の寸法評価等を行い、0.1m 程度の精度で
採寸が可能であることがわかった。 
その後、10 月には学生 1 名とせんだんホスピタル裏の畑において、空撮を行い、栽培
されているオリーブの木の高さの採寸を試みた。 
  前者は漆山ゼミの学生らが、さらに VR へとデータを処理して、３D 地図を作成、最終
的には 2019 年度の卒業論文としてまとた。 
 （４）介護・福祉分野、および、農水産業への物体認識技術の応用 






  表 1 石巻市網地島における気象データの基本統計量（12 月 23 日～3 月 8 日） 
 気温（℃） 湿度（％） 照度（lux） 風速（m/sec） 
平均 4.78 72.8 9863 1.63 
標準偏差 2.87 13.8 17140 1.40 
最小 -3.40 41.0 0 0.00 
25％ 2.90 63.0 0 0.40 
50％ (median) 4.80 71.0 0 1.30 
75％ 6.80 83.0 12394 2.60 
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図 3 気象観測装置付近の画像データ 
  
ここでは、先ず、石巻市網地島において、12 月 23 日～3 月 8 日の期間に収集した気
象データ（気温、湿度、照度、風速）の分析結果について述べる。収集した気象デー
タについての基本統計量（平均、標準偏差、最小、25％タイル、50％タイル（中央
値）、75％タイル、最大値）を表 1 にまとめる。なお、最高気温を記録したのは 3 月





概に妥当とは判断できない。観測期間が 12 月～3 月であったことが原因による季節性
のものなのか、風速と日照に相関性があるのか、今後、観測を続ける中で検討してい
きたい。 





偏差を同時に記載している。気象庁が発表している 1981 年～2010 年における石巻市





























































koroneiki 5 枚、 chetoui 3 枚、 arbequina 3 枚の合計 13 画像を用い、性能評価
（validation）にはそれぞれの品種で 2 枚ずつの合計 6 画像を使用した。また、学習は
プログラムの実装を含めては 3 名の学生（2 年生）を中心に行い、ニューラルネットワ


























 図６左図は 2019 年 8 月に漆山ゼミの学生 2 名とともにウェルコム 21 をした様子で
ある。図 6 右図と同様にウェルコム 21 の建物を一周、240 枚の写真を 30 分程度で撮影
し、Agisofts 社の PhotoScan によって SfM（Structure from Motion）処理し、３D モ





ったのに対して、３D モデルにおける同じ部分の長さは 28.7ｍと 0.2m の違いしかない
 
 

























図 10 作成した３D 地図（中央）と地図を操作する様子（右下）。 
 
図 9 図 7 を元に修正して作成したモデル。 
 
図 8 ウェルコム 21 での測定の様子。 
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図 11 ドローンで撮影された画像から作成したオリーブ畑の３D モデル 
 
漆山ゼミの近藤、滝澤らの研究から、ドローンによる空撮と SfM による３D モデル化
によって、0.1m 程度の精度でオブジェクトの採寸が可能であることが示唆された。そ
こで、その際寸技術の木々や作物の育成状況計測に応用できないかと考え、2020 年 10
月に岩田ゼミの学生 1 名とともに、第 2 校地あるオリーブ畑の空撮を行い、SfM による
３D モデル化を行い、オリーブの採寸を試みた。測定には、ドローン（Pantom4）を使



































とともに行った。検出アルゴリズムは YOLOv3（You Only Look Once version 3）を用い
た。今回は学習済みのパラメータを用いたので、写っていれば画像から、人、車、飛行機、








令和元年度 東北福祉大学 総合福祉マネジメント学部 情報福祉マネジメント学科 卒業論
文 近藤夏希、滝澤奈々子 
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